
◎基本情報

○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

道路法に基づく事業であることから、従来通り、道路台帳閲覧システムの保守及び更新を継続し、道路台帳
の閲覧及び印刷がスムーズに行えるよう努めます。これにより、市民サービスの質を向上させることを目指
します。

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

現状維持

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

52841 45550 49241 48950 50600 49800

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

概ね指標通りに実施している。引き続き、指標を達成できるよう進めていく。

アウトプット
活動指標2

道路台帳コピー枚数（枚） という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

↓

アウトカム
成果指標1

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

3.6/270 1.3/240 1.3/250 0.5/505 1.0/274 0.5/281

人工

指標

アウトプット
活動指標1

台帳整備測量（km）/境界標埋設（本） という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

11 人工

令和6年度予算額 116,540 千円 うち特定財源 979 千円 正規職員業務量 11

正規職員業務量 11 人工

令和5年度決算額 114,867 千円 うち特定財源 987 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 11 人工

令和5年度予算額 114,403 千円 うち特定財源 911 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

一般に閲覧可能な情報であり、他部局の利用や国土交通省への報告等にも影響を及ぼすことから、道路現況の変化に対応
するため、年３回の道路台帳補正を行うことにより、道路台帳及び道路現況データを更新します。さらには、私権が制限される
道路区域が明確となり、道路管理の円滑な実施に寄与します。

他都市の状況

全都道府県・他の政令指定都市でも道路法に基づき実施している。

市民参加の実施

令和4年度決算額 122,809 千円 うち特定財源 1,060

施策名 －

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社
会的課題）

本事業は、道路法第２８条及び同法施行規則第４条の２に基づいています。これらの法規により、道路台帳の調整、保管及び
閲覧を道路管理者に義務付けされており、記載事項に変更があった場合は速やかに訂正しなければならないとされています。
道路台帳は、道路の基本的事項を総括し、道路行政にとって必要不可欠な資料です。そのため一般の閲覧はもとより、他部
局に広く活用される重要な資料であり、今後とも道路台帳の整備を継続して図る必要があります。また、道路台帳補正により
作成される道路現況データは、各種統計数値としての利用のみならず、本市の主要財源である地方交付税の算定数値として
も使用されています。さらに、これらのデータは国土交通省への報告が義務付けられています。

事業内容
（何を実施し）

道路法に基づき、道路台帳（調書・図面）を整備し、一般の閲覧に供する。
①道路と民地の境界が確定していない未実測路線等の道路台帳を整備するための測量及び不動産登記法第１４条第１項に
定める地図が作成された地区への道路境界標埋設
②道路の新設、拡幅工事等に伴う道路区域の告示並びに道路台帳の作成及び補正
③道路台帳図閲覧システム（道路台帳をデジタル化したシステム）の保守管理及び同システム閲覧者への対応
④道路台帳（調書・図面）及び告示図書のデジタル化

事業名 道路台帳維持管理費

評価担当課 所   属 建）総務部　道路認定課 電話番号 011-211-2457

事業評価調書

年度 令和5年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 20726


